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【第 4 号議案】 事業計画の件 

 

2018 年度事業計画 

1) 国際会議開催事業 

2018 年 12 月 12 日から 14 日の 3日間、これまでと同様に一般社団法人映像情報メディア学

会（ITE）と The Society for Information Display（SID）の共同主催で、名古屋国際会議場

にて第 25 回ディスプレイ国際ワークショップを開催する。組織委員長は三上明義（金沢工業

大学）、実行委員長は久武雄三、プログラム委員長は雲見日出也（東京工業大学）である。1200

人規模の有償参加者を目標に収支バランスさせての開催を目指す。今回、名古屋地区での開催

という土地柄、自動車関連産業が多く有り、IDW '18 でも Automotive をハイライトとしての一

つと考えている。自動車に用いるディスプレイや照明等の関連企業の発表の積極的な掘り起こ

し、督励等により発表申し込み数（テクニカルサマリー投稿数）の増加をはかる。これま

での実績から発表件数の 2倍から 3倍の参加者が見込め、参加者数の確保を目指す。また

一方で認知工学関係のトピカルセッションや触覚関係の Special Topics of Interest 等

により守備範囲や参加コミュニティの拡大を図ることによっても参加者増を狙う。また、

発表に関連する技術や表示画像を参加者が実際に体験することのできるデモンストレー

ションセッションも継続し、参加者目線に立った満足度の高い国際会議とすることを目標

とする。発表者が投稿しやすいよう、Scope の見直しも行う。投稿とプロシーディングス

公開のための新たな市販システムの導入を検討する。 

 

2) 記念事業その他 

IDW '18 で特色ある活動があれば、25 周年記念事業とすることを検討中 

IDW の独自の表彰制度を設けて、25 周年記念事業とすることを検討中 

 

3) IDW チュートリアル 

SID 日本支部が主催する IDW チュートリアルを共催する。 

 

中長期計画 

1) 国際会議開催事業 

IDW ’18 以降の中長期的開催方針や施策について、2016 年に国際会議委員会から

IDW ’17 コア委員会に提案した内容の実施状況や実施効果を見ながら、再度見直しの議

論を進め、IDW ’18 以降の国際会議運営に反映を目指す。IDW ’19 の会場選定を行う。 

IDW '19 は 3DSA とのジョイントとして開催する。 

 


